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●３．実践の記録 
●３１．実践の場－－－実践の場（所在地、組織名、対象者の学年・人数）、実践者としての立場、実践の時間（開始日・終了日・頻度・時間帯）等について（約４００字）
（記入例）
所在地：東京都世田谷区松原5-2-6-3Ｅ　
組織名：日本こどものための委員会　事務局
対象者：小学校１-２年の男女　８名　及びその親８名　合計１６名
実践者として参加
開始日：2015年5月10日より、毎週水曜日の１６時～１６時３０分で実践
●３２．実践前の状況－－－実践の場の状況、こどもや周囲の大人（上司・職員・保護者）の状況、彼らへの事前説明などの働きかけ、それへの反応等について（約４００字）
（記入例）
４月中旬に世田谷区の広報誌に親子塾の説明会開催を掲載
４月末に親子塾説明会をサロンで開催　１０組の親子が参加
参加した親子の中にはすでに親子関係がうまくいかなくありつつあると悩んでいる方や、知人から話を聞いてきましたという方がいた。
セカンドステップの中身については知らない方がほとんどなので、説明しました。
暴力防止より、コミュニケーション力について興味を持っているようでした
●３３．実践中の状況－－－ある日の実践の様子を時間順に（○時○分、何をした。反応は？　問題点は？　どう対処した？　等を）について（約８００字） 
（どのコースを実践したか、どの章のどのカードを実践したか明記してください。）
（記入例）　旧コース１　第２章問題解決　レッスン●　○○○

◎時◎分　　導入として何ができるかなを歌う
◎時◎分　　レッスンカードを見せて何が起こっているのかを聞く。子どもたちは積極的に手を挙げて発言する。「お父さんと誰かがしゃべってる」「お隣の人が来てる」
◎時◎分　　モデルレッスンをやりたい人を募集するがなかなか手が上がらなかったので、～のように対処した。
特に記入に際してご質問が多いこの３点についての記入例です。
ご不明な点がありましたらご連絡ください。
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